
（JA金山酒米研究会の調査データから）

酒米生産の栽培ポイント



　アスクが平成 18 年からＪＡ金山酒米研究会「出羽燦々」の品質調査と品質向上に取り
組み 12 年経過しました。この間、玄米千粒重、整粒歩合、心白率、玄米タンパク質含有
率など、酒米適性の調査点数は 4000 近くにもなります。
　そこで、一つの区切りとして、それらのデータを取りまとめてみました。今後の酒米づ
くりに活用いただければ幸いです。
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酒造りにおけるメリット

①精米品質のアップ ②吸水の安定

③安定した製麹

☆　細い粒が少なくなることで砕米
等が少なくなり精米品質が向上し、
精米歩留りがよくなります。

☆　精米品質が良くなることで、
良好な吸水で蒸米が安定します。
☆　精米の粒揃いも良くなること
で、浸漬時の吸水率が安定します。

☆　もろみでの溶解が安定し、もろみ
の発酵管理がしやすくなり、目的の
酒質が得られやすくなります。

☆　麹は酒造りにとって最も大切な
ことですが、安定した製麹が得られ、
品質管理がしやすく、目的の麹が作
りやすくなります。
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粒厚の厚い米に仕上げる生産技術の向上
幼穂形成期～
減数分裂期
・栄養診断
・適正な穂肥
・ケイサン追肥

・もみ数の制御
・モミ殻の形成
・登熟期の老化抑制無効分げつの抑制

有効分げつ
の充実

分げつの早期確保

・登熟の充実
・登熟期後半
　の枯上り抑制

・胴割れ発生の抑制
・厚い米の選別

収穫・乾燥・調製
・適期刈り取り
・酒米の乾燥方法
・2.1mm網による調製

育苗・移植
・健苗の育成
・適期の移植
・良好な活着

分げつ期
・低次位、低節位
分げつ確保

有効分げつ期～
最高分げつ期
・作溝、中干し

土づくり
・耕起深の確保
・適度な透水性

登熟期
・間断灌漑
・かけ流し

出羽燦々　特等
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